
令和３年度第１回古賀市文化財保護審議会 

会 議 次 第 

 

令和３年６月２８日（月） 

１４時００分から 

リーパスプラザこが歴史資料館 

中会議室 

 

１．開会の言葉 

 

２．会長あいさつ 

 

３．報告事項 

（１）令和３年度船原古墳調査・活用事業について 

 

４．議事 

  （１）古賀市指定文化財候補物件の現地視察等 

案件：千鳥ヶ池のツクシオオガヤツリ 

   旦ノ原の井戸 

青柳村兵事資料  

 

５．その他 
（１）令和３年度第２回文化財保護審議会開催日程について 

 

６．閉会の言葉 
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３.（１）令和３年度船原古墳調査・活用事業 

 

ア．調査 

(ｱ) 出土品クリーニング 

今年度は昨年度に引き続き１号土坑出土の小札甲のクリーニングを実施する。対

象とするのは取り上げ時の塊 39 ブロック分で、九州歴史資料館にて作業を行なっ

ている。 

 

(ｲ) 出土品実測 

昨年度に引き続き、１号土坑出土の小札甲とこれ以外の馬具等についてそれぞれ

実施する。実測図では、遺物の形状や構造を示すことに加えて、その埋納状況の復

元に必要な有機質の情報を提示することを目的としている。 

 

(ｳ) ３Ｄデジタルデータ詳細解析 

遺物の出土状況の検討及びその図化のために、取り上げ後の遺物のＣＴデータか

ら作成したＳＴＬデータを遺物出土状況の三次元計測データと統合し、三次元図面

（アプリ）を製作する。今年度は、鉄鏃束の一部について実施する。 

また、鉄鏃束については、矢として何らかの容器に入れられた状態、あるいは何

かで束ねられた状態で土坑に入れられた可能性が想定され、その束の単位や埋納時

の状態は１号土坑の遺物埋納状況解明の一つの重要な要素であり、その検討のため

にＣＴデータの詳細解析を実施する。今年度は鉄鏃束の周辺に容器等に関する痕跡

が確認できるかどうか分析等を行なう予定である。 

 

(ｴ) 出土遺物実測図製図業務委託 

昨年度までに作成した遺物実測図のうち、130 点程度のデジタルトレースを委託

する予定である。 

  

（ｵ）遺物付着有機質検討 

土坑出土遺物には皮革や木など多量の有機質遺物の痕跡が付着している。それら

は、金属遺物とあわせて製品を構成していたものやそれを納めていた容器等の痕跡

であり、土坑の遺物埋納状況を検討する上で重要なものと考えられるため、その種

類等について調査を行なう。 

 

  (ｶ) 古墳時代以外の出土品整理 

    古墳時代以外の遺構及びその出土品整理を実施する。今年度は報告書刊行に向け

て遺構図の整理及び製図作業を中心に行なう。 

 

  (ｷ) 『船原古墳Ⅲ』作成 

    １号土坑以外の遺構及び遺物（主に２号土坑、３号土坑、古墳時代以外の遺構）

についての報告書を作成する。 
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イ．活用 

(ｱ) 船原古墳解説映像制作 

  調査の過程で得られた三次元データを利用してこれまで作製してきた遺物の復元  

ＣＧ等を活用して船原古墳の解説映像を作り、歴史資料館や市ホームページ等で公

開して多くの人に遺跡のことを知り、理解してもらうことに役立てる。 
 

(ｲ) 出土品製作体験キット作製 

  令和２年度に報道発表を行なった二連三葉文心葉形杏葉について、自身で組み立

てられる体験キットを作製する。成果物は、歴史資料館等で実施する講座で活用し、

参加者が体験を通じて遺物の構造、価値等について学ぶことができるようにする。 

 

(ｳ) 令和３年度船原古墳展 

  今回は、これまでの調査の中でどのように様々なことが分かってきたのかと

いう切り口から船原古墳を紹介する。緊急時代宣言発令の影響で歴史資料館が 6

月 20 日（日）まで休館となったため、開始日を 6 月 22 日(火)からに変更し、7 月

18 日（日）までは一般向けの内容のものを、7 月 20 日（火）～8 月 22 日（日）の

小中学校の夏休みに重なる期間には、子ども向けにアレンジしたものを実施する。 
 

(ｴ) 報道発表 

  昨年度の調査でその形態が明らかになってきた１号土坑出土冑について、その事

実関係と歴史的位置付けについて報道発表する。９月頃実施する計画である。 

 

(ｵ) 講演会 

  報道発表を受けて、冑の調査成果を市内外に広く周知するために古賀市で講演会

を実施する。文化課職員からの報告に加えて、浜松市の鈴木一有氏を招き冑につい

ての専門的な講演もしていただく。発表資料については資料集として印刷製本し配

布する。また、昨年度同様、講演会のウェブ配信を実施する。10月 23 日開催予定。 

 

(ｶ) 小札甲復元製作ワークショップ 

  上記報道発表や講演会を受けて、冑の模型を製作する子ども向けワークショップ

を開催する。出土品に関する説明と、厚紙等から頭頂部の伏鉢と縦矧板からなる鉢

部のパーツをつなぎ合わせる作業を通じて、出土品について学んでもらう内容とす

る。11 月開催予定。 
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４．（１） 

ア．千鳥ヶ池のツクシオオガヤツリ 

 千鳥ヶ池は、環境省の「生物多様性の観点から重要度の高い湿地（略称『重要湿地』）」

に選定されており（「日本の重要湿地 500『重要湿地整理番号 457 古賀市および福津市

のため池群」』）、多様な生物が見られる。 

ツクシオオガヤツリは、環境省絶滅危惧ⅠＢ類（１Ａ類ほどではないが、近い将来に

おける野生での絶滅の危険性が高いもの）、福岡県レッドデータブック絶滅危惧ⅠＢ類

に評価され、福岡県内では福岡市、小郡市、そして古賀市に自生地が知られている。別

添資料、筒井氏のレポートでは「ツクシオオガヤツリが古賀町に自生していることは、

古賀町民が世界に大きく誇り得る事実である」と記されており、非常に貴重であること

から市指定文化財候補として挙げるものである。 

 

イ．旦ノ原の井戸 

 古賀市の北部、旧唐津街道沿いにあり、文久３年竣工の井戸である。県道の拡幅工事

により、２度移転しているが、井戸、顕彰碑、そして梅の木１本はまとめて移転されて

いる。石組み井戸で、上部の井戸枠は当時の状態のまま使用。ただし、これより下位の

石組みはナーバーリングして解体・組み上げしたわけではないため当時の状態ではない。

移転しているとはいえ、大きな移動ではなく、旧唐津街道沿いにあり、当時の景観を留

め、そして歴史的事実を示す資料であることから市指定文化財候補として挙げるもので

ある。 

 

ウ．青柳村兵事資料 

 古賀市は、昭和 30 年に旧古賀町、青柳村、小野村の三か町村が合併して誕生した（古

賀町。その後、平成９年に市制施行）。古賀市が所蔵する青柳村行政資料は目録化され

たもので 3,643 点、この内、兵事関係資料は 56 点ある。行政資料は多くは廃棄されて

残存しておらず、とりわけ兵事関係資料は、戦後、率先して焼却処分の対象とされたと

される。古賀市が所蔵する行政資料も、青柳村分以外は残存していない。現在残る青柳

村の兵事関係資料も欠落を生じている資料ではあるが、残存している例自体が少なく、

貴重な１次資料であることから市指定文化財候補として挙げるものである。 
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